
第１学年 国語科学習指導案 

日 時 平成２１年１１月１２日（木） 

時 間 ４校時 

学 級 １年Ａ組（場所：教室） １年Ｂ組（場所：教室） 

児 童 男子１１名 女子１０名 

計２１名 

男子１０名 女子１１名 

計２１名 

指導者 教諭 川口 寿子 教諭 松川 紀子 

 

育てたい主となる能力（基礎・基本） 

 時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。（読むこと イ） 

１ 単元名 くらべてよもう 

教材名 「じどう車くらべ」（光村図書１年上 かざぐるま） 

      「はしご車」（自作教材） 

参考文献 光村図書１年上 学習指導書 はたらくじどうしゃ（国土社・ポプラ社） 

             自動車・飛行機 国語の森（学研）他 

 

２ 児童観 

児童は１学期にひらがな学習を終えた後、はじめての説明文「いろいろなくちばし」を学習した。「文」

「形式段落」「問いの文」「答えの文」「説明文」という用語を学び、文と挿絵を結び付けながら内容を

読み取る学習をしてきた。読み取る手だてとして、音読や視写活動を行った。一文字ずつしか読めない

児童も、家庭音読での協力もあり、言葉のまとまりをとらえて読めるようになってきている。板書を手

がかりに、視写も全員が行っている。「いろいろなくちばし」の学習を通して、基本文型を手がかりに

問いの文と答えの文を指摘することはできるようになってきたが、文末表現にまで着目している児童は

まだ少ない。 

 

３ 教材観 

教科書教材「じどう車くらべ」は、児童の身近にある自動車を取り上げている。四つの意味段落から

なり、「話題・問題提示（第１段落）→例を挙げて説明（第２段落～４段落）」という構成になっている。

問いと答えが三回繰り返されていた「いろいろなくちばし」の構成より少し複雑になり、問いは全体の

問いとなり、答えは具体例の中に二つずつ計六つ述べられている。 

第１段落の「問題提示」では、児童の自動車に対する関心を誘い、それぞれの自動車がどんな「しご

と」をし、そのためにどんな「つくり」になっているかを問いかけ、読者に疑問や読みの着眼点を意識

させている。第２～４段落の「例を挙げての説明」では、３種類の自動車について、「しごと」とその

仕事に合わせた「つくり」が、同じ順序で繰り返し説明されている。そのため、事柄の順序を考えなが

ら読み進めるのに適した教材であるといえる。また、読み取った事柄について、繰り返し出てくる接続

語「そのために」や文末表現に着目させることで、説明文の構成や文型にも慣れさせることができると

考える。 

 定着教材「はしご車」は、教科書教材と同様に「しごと」とその仕事に合わせた「つくり」を説明し

た文のほか、「つくり」以外について説明した文も含んだ教材である。その文章から答えの文を考えさ

せることで、「問いの文」の内容を改めて吟味し、「答えの文」はそれに対応する内容のものであること

を強く意識付けることができると考えた。 

 

４ 指導にあたって 

本単元では、読みの方法「問いの文と答えの文を指摘すること」を重点的に指導する。 

説明文において「内容の大体を読む」ためには、「問い」を確実にとらえ、それに対応した「答え」

を指摘できることが大切であると考える。 

教科書教材では、問いの文から、「いろいろな自動車の仕事とつくり」を読み取っていくという課題

を明確にしたうえで、説明されている「しごと」と「つくり」を読み取っていく。その際には、「～し

ごとをしています。」「～があります。～がついています。」などの文末表現にも着目させ、答えを指摘

する際の手がかりとさせたい。「つくり」については、挿絵と結びつけながら、読み取りを確かなもの



にする。さらに、述べられている「しごと」と「つくり」との関係を正しく捉えさせるために「そのた

めに」という接続語のはたらきにも着目させていきたい。 

第３次では、はしご車について、「しごと」「つくり」以外について書いてある文も提示し、問いの文

に対する答えの文を指摘させる。そして、教材文をふりかえりながら、「しごと」、「つくり」の説明の

仕方を理解させるようにしたい。 

第４次では、「しごと」と「そのために」という言葉を使って、自分の好きな自動車について「しご

と」と「つくり」の説明文を書き、自動車図鑑作りに楽しく取り組ませたいと考える。 

 

５ 単元の系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元の指導目標 

書く力 読む力 言語の力 

◎「しごと」「そのために」を使

って、自動車について文章を書

くことができる。 

◎問いの文を指摘し、それぞれの

自動車の仕事とつくりについ

て理解することができる。 

◎片仮名を正しく読み書きでき

る。 

 

 

 

 

 

「いろいろなくちばし」 

① 文章を正しく音読する。 

② 形式段落を指摘する。 

③「問いの文」と「答えの文」を指摘する。 

「じどう車くらべ」 

① 文章を正しく音読する。 

② 形式段落を指摘する。 

③「問いの文」と「答えの文」を指摘する。 

 

 

「はしご車」 

③「問いの文」と「答えの文」を指摘する。 

「いきもののあし」 

② 形式段落を指摘する。 

③「問いの文」と「答えの文」を指摘する。 



 

７ 単元の指導計画と評価規準（全１０時間  本時 Ａ組 ６／１０時  Ｂ組 ７／１０時） 

 

 

次 時 主な学習活動 評価規準 

１ 

１ 

・全文を読み、段落分けをする。 

・題名について考え、知っている自動車

について発表し合う。 

 

（関）知っている自動車を発表しようとし

ている。        （発言） 

（読）形式段落を見つけることができる。 

             （教科書） 

２ 

・片仮名と新出漢字の読み書きを練習す

る。 

（言）片仮名と新出漢字を正しく読み書き

できる。 

（漢字スキル・片仮名練習帳） 

３ 

・自動車カードを書くことを知り、学習

の見通しを持つ。 

・全文を読み通し、問いの文を見つける。 

 

 

 

（読）問いの文を見つけることができる。 

（教科書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

４ 

・バスや乗用車について書かれた段落か

ら、問いの文に対する答えの文を見つ

け、「しごと」と「つくり」を読み取

る。 

 

（読）バスや乗用車の仕事とつくりを読み

取ることができる。 

（教科書・ワークシート） 

５ 

 

・トラックについて書かれた段落から、

問いの文に対する答えの文を見つけ、

「しごと」と「つくり」を読み取る。 

 

 

（読）トラックの仕事とつくりを読み取る

ことができる。    

（教科書・ワークシート） 

６ 
Ａ組

本時 

・クレーン車について書かれた段落か

ら、問いの文に対する答えの文を見つ

け、「しごと」と「つくり」を読み取

る。 

 

（読）クレーン車の仕事とつくりを読み取

ることができる。 

（教科書・ワークシート） 

３ 
７ 
Ｂ組 

本時 

・定着教材『はしご車』の説明文を読ん

で、問いの文に対する答えの文をとら

える。 

 

 

 

（読）つくりについて書いてある文を見つ

けることができる。   

（ワークシート）  

 

 

 

 

 

 

４ 

８ 

 
９ 

・自分の好きな自動車について仕事とつ

くりを調べ、簡単な説明文を書く。 

 

 

（書）自分の好きな自動車について仕事と

つくりを調べ、説明文を書くことがで

きる。         

（ワークシート） 

 

10 

 

 

・自分が書いた説明文を紹介し合い、 

 感想を交流する。 

（関）発表を聞き、感想を交流しようとし

ている。 

           （発言・観察） 

 



８ 本時の指導計画（Ａ組 ６／１０時）
（１）本時の目標

クレーン車について書かれた段落から、問いの文に対する答えの文を見つけ、
「しごと」と「つくり」を読み取ることができる。

（２）本時の具体の評価規準
Ａ Ｂ Ｃへの支援

クレーン車の「しごと」と二 クレーン車の「しごと」と二 「～しごとをしています。」
つの「つくり」の文を見つけ、 つの「つくり」の文を見つける などの言葉に着目させたり、挿
仕事とつくりの関係を考えるこ ことができる。 し絵に着目させたりしながら、
とができる。 どういう「つくり」になってい

るか考えさせる。

（３）本時の展開
過程 学習活動 ○主な発問 ・児童の反応 指導上の留意点

１ 学習場面の確認をする。○今日勉強する自動車は何です
見 か。
通 ・クレーン車です。
す ２ 学習課題を確認する。 ・学習課題の文が、問いであ

ることを確認する。

３分

３ 学習場面を音読する。 ○音読しましょう。 ・答えを見つけるために読む
ことを確認する。

４ 答えの文を見つける。 ○「どんなしごとをしています ・「しごと」に対する答えの
深 か。」の答えに赤線を引きまし 文に赤線を引かせる。

ょう。 ・文末が「～しごとをしてい
・クレーン車はおもいものをつり ます。」となっていること

め あげるしごとをしています。 を確認する。

○「どんなつくりになっています ・「つくり」に対する答えの
る か。」の答えに青線を引きまし 文に青線を引かせる。

ょう。 ・文末が「～あります。～つ
・じょうぶなうでが、のびたり、 いています。」となってい
うごいたりするようにつくって ることを確認する。
あります。 ・つくりが二つ説明されてい

・車たいがかたむかないように、 ることを確認する。
しっかりしたあしがついていま
す。

○大事なことばをワークシートに ・「おもいものをつりあげる」
書きましょう。 「そのために」「じょうぶな

うで」「しっかりしたあし」
を書き込ませる。

５ 「しごと」と「つくり」 ○「重いもの」は、どんなもので ・重い物の例を出して、イメ
について読み取る。 しょう。 ージをつかませる。また、

・鉄の棒です。 「つり上げる」という言葉の
・大きな石です。 理解を図る。

○「じょうぶなうで」や「しっか ・挿し絵を見ながら腕や足を
りしたあし」は、どこでしょう。 確認したり、動作化によっ

て言葉の意味を理解させた
りする。

〈評価〉
「しごと」と「つくり」の文を見つけることが
できる。 （ 教科書 ）

クレーン車は、どんなしごとをしていますか。
そのために、どんなつくりになっていますか。



深 ６ 「しごと」と「つくり」 ○クレーン車は、どうして丈夫な ・「そのために」のはたらき
め の関係を考える。 腕としっかりした足がついてい を再度確認しながら、「し
る るのでしょう。 ごと」と「つくり」の関係

・おもいものをつりあげるのが仕 を確かめさせる。
事だからです。

・重いものをしっかりとつり上げ
られるように丈夫な腕がついて
います。

・重いものをつり上げるときにグ
ラグラしないように、丈夫な足
がついています。

７ 学習して分かったこと ○今日の学習で分かったことをワ ・友達や家の人に教えるとい
を書く。 ークシートに書きましょう。 う意識を持って書くように

させる。

３９
分

ま ８ 「しごと」と二つの「つ ○クレーン車の仕事とつくりを確 ・仕事とつくりに分かれて読
と くり」を確かめながら音 かめながら音読しましょう。 んだり、問いと対応させて
め 読をする。 読んだりすることで、「問
る いと答え」、「仕事とその

ためのつくり」の理解を深
めたい。

９ 次時の学習について見 ○次の時間は、はしご車のお勉強
３分 通しを持つ。 をします。

（４）板書計画

〈評価〉
「しごと」と「つくり」の関係を考えて、学習の
まとめを書くことができる。（ワークシート）
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９ 本時の指導  （Ｂ組  ７ /  １０ 時） 

（１）本時の目標 

問いの文に対する答えの文をとらえることができる。 

 

（２） 本時の評価規準 

Ａ Ｂ Ｃの児童への支援 

 つくりを表す言葉を見つける

ことができる。 

つくりについて書いてある文

を見つけることができる。 

 挿絵と教材文を参考にさせる。 

 

 

（３）本時の展開 

過程 学習活動 ○主な発問 ・予想される児童の反応 指導上の留意点 

見 

通 

す 

５ 

分 

１ 今までの学習をふりか

える。 

○ 自動車の「しごと」と「つくり」に

ついて学習してきました。 

 

○ この車は何の車ですか。 

・はしご車 

 

 

 

 

 

・挿絵を提示する。 

 

 

 

２ 課題を知る。 

 

 

 

 

 

深 

め 

る 

３５

分 

３ はしご車の仕事につい

ての文を読む。 

 

４ はしご車のつくりを予

想する。 

 

 

５ はしご車のつくりの文

章を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ はしご車の仕事は何ですか。 

・はしご車は、たかいたてものの火じ

をけすしごとをしています。 

○ どんなつくりになっているでしょ

うか。 

・ はしごがついている。 

・ あしがついている。 

○つくりについて書いてある文にサイ

ドラインをひきましょう。 

・ のびちぢみするながいはしごがつ

いています。 

・ はしごのさきには、バケットがあ

り、これにほう水じゅうがついてい

ます。 

・ うんてんする人はいそいでのりお

りします。 

○ 大事な言葉を丸で囲みましょう。 

・ ながいはしご 

・ バケット 

・ ほう水じゅう 

 

 

 

○どうしてほかのつくりについて書い

てないのでしょう。 

・仕事の文を提示する。 

・「しごと」という言葉

に着目させる。 

・挿絵を手がかりにさせ

る。 

 

 

・続きの文章を提示す

る。 

 

 

 

 

 

・問いの文を確認する。 

 

・挿絵で確認する。 

 

 

 

 

 

 

・クレーン車やトラック

と比較させる。 

はしご車はどんなしごとをしていますか。そのために、どんなつくりになっていますか。 

（評価）つくりについてかいてある文をとらえている。 

     （ワークシート） 

 

 



・ 大事なつくりをさきにかいたから 

・ クレーン車じゃないから 

・ 火事を消すためのつくりを書いた

から 

ま 

と 

め 

る 

５ 

分 

８ 本時のまとめをする。 

 

○ 今日の勉強でどんなことがわかり

ましたか。 

 

 

 

 

○自動車図鑑をつくるときに役立てて

いきましょう。 

 

 

 

（４）板書計画 
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ほかの車には、ないつくりをかく。 

といの文 「しごとのためのつくり」をかく。 

は
し
ご
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